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【わたむきの里作業所の皆さん】 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ.１３１ 

202１・９ 

 

 

 

全国の事業所から 

（社福）わたむきの里福祉会 

わたむきの里作業所 

≪滋賀県 蒲生郡 日野町≫ 

◆令和３年度事業所協議会の会員継続ならびに新規加入のお誘いについて 

◆北海道手をつなぐ育成会 通所事業所連絡協議会で研修会を行いました 

 

今号では 
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Ｎｏ.１３１ ２０２１年９月発行 

３ 

 

令和３年度全国手をつなぐ事業所協議会の会員継続ならび 

に新規加入のお誘いについて 

４ 

 

地区協議会より 

北海道手をつなぐ育成会 通所事業所連絡協議会で研修会 

（6月5日）を行いました（北海道） 

１０ 

 

On The Frontline ～ 前線に立つ ～  

みんなの笑顔が原動力、その笑顔を守りたい 

社会福祉法人 やぎ（広島県 広島市 安佐北区） 

八木園 管理者 春木 強 さん 

１６ 

 

全国の事業所から 

わたむきの里作業所（滋賀県 蒲生郡 日野町） 

１８ 

 

全国連合会より  

日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティバル  

～キャラバン事業～が始まります 

２４ 

 

編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

令和３年４月に報酬改定が行われ、全国手をつなぐ

事業所協議会では、会員事業所宛にアンケート調査を

実施し、ご回答をお願いしていました。 

おかげさまで、多くの事業所からのご回答をいただ

き、集約後にとりまとめが出来ましたので、国等への

政策提言にむけて検討を始めました。 

アンケートの結果等については、次号でご報告する

予定です。 

 

 令和３年 4 月の報酬改定のアンケートの状況について 
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本年４月より組織と名称を新たにした全国手をつなぐ事業所協議会は、新組織とし

て全国に６００弱の会員事業所、都道府県及び政令市より３０名の運営委員、及び理

事９名監事２名の新役員体制でスタートしました。 

振り返りますと、１９９９年（平成１１年）の「全日本手をつなぐ育成会小規模作

業所／通所授産施設全国連絡協議会」結成から２３年目を迎えました。当時から地域

に馴染み、地域に根ざした共生社会の前線に立ってきたのは、この協議会に参加する

事業所の先輩諸氏ならびに全国各地の育成会の皆様であったと確信するところです。 

既に２００６年（平成１８年）の障害者自立支援法の施行から１５年が経ち、事業

所を取り巻く環境は大きく変わっています。「育成会運動とは車の両輪」との言葉も

過去のものとされてしまいそうなこの時代ですが、新事業所協議会として全国手をつ

なぐ育成会連合会と連携し、法制度の見直しや地方独自の制度の育成を図り、共生社

会の前線に立てるような活動を行っていきたいと思います。 

このたび、各都道府県・政令市育成会等を通じて、令和３年度の全国手をつなぐ事

業所協議会の会員継続ならびに新規入会のご案内をしておりますので、会員事業所に

つきましては引き続きご加入いただきますとともに、新たにご加入をご希望される事

業所がお近くにありましたらご案内いただきますようよろしくお願い致します。 

                 （全国手をつなぐ事業所協議会 理事長 松﨑 伸一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度全国手をつなぐ事業所協議会の会員 

継続ならびに新規加入のお誘いについて 
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６月５日（土）、北海道手をつなぐ育成会通所事業所連絡協議会の総会及び研修会

をオンラインで実施しました。 

研修会講師には東京からＺｏｏｍによる参加ながら、全国手をつなぐ育成会連合会

の常務理事兼事務局長である又村 あおい氏にご協力願い「令和３年度報酬改定を受

けた今後の事業所運営」と題し、事前に会員事業所に実施していた緊急実態調査の結

果も交えてお話しをいただきました。 

まず、又村氏からは「良いか、悪いかの評価を別にして、事実だけを述べれば、今

回の報酬改定は全体では０．５６％のプラス改定とされてはいるものの、個々の事業

毎で見ていくと、国の政策の方向性とずれていたり、経営実態調査で黒字になってい

る事業などは、基本報酬や加算等が削減されている。」との解説がなされました。 

そして、捻出された財源により今回の改正ポイントである、①「重度化、高齢化へ

の対応」、②「質の高い相談支援の提供」、③「効率的な就労支援」、④「精神障害に

も対応した地域包括ケアシステムの推進」の分野に振り分けられているとのことです。 

したがって、アンケート結果（５ページ以降に掲載）にある多くの事業所が改定後、

減収の見込みであるということについては当然予想されることとしてお話が続きま

した。同氏からは、これらのポイントを押さえたうえで、各事業所は１０～１５年後

に向け、国の政策の方向性を見極め、今から組織や事業の在り方を検討しなければな

らないだろうとの話しがなされ、そのキーワードは「多角化」と「集約化」ではない

かと提言されました。 

つまり、これまでのように小規模で単体事業をコツコツやっていても１０年後はジ

リ貧となることが想定され、事業を多角的に実施することでリスクの分散化を図るか、

法人同士の合併などで規模を大きくしていく必要が生じるのではないかということ

です。 

ただし、報酬改定は確かに重要な制度ではあるものの「障がい福祉サービスの報

酬を動かすことで解決できることは限られている」ことから、根本的には「障害者総

合支援法の改正」などを働きかけていくことが求められるのではないかとお話をまと

められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道手をつなぐ育成会 通所事業所連絡協議会 

で研修会（6月5日）を行いました（北海道） 
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北海道手をつなぐ育成会 通所事業所連絡協議会としては、こうした状況に危機感

を抱きつつも、これまで以上に会員事業所同士のつながりを深め、情報提供や交流を

大切にし、改めて事業所運営に関する研修を重ねていきたいと考えています。 

（北海道ブロック 門内 勇治） 

 

令和３年度報酬改定による緊急実態調査結果 

※調査対象は会員事業所のみ 

○調査実施期間 令和３年５月１日～５月２９日 

○調査対象   北海道手をつなぐ育成会 通所事業所連絡協議会会員事業所 

○調査目的   令和３年度報酬改定による会員事業所への影響と課題等の抽出 

○回答数    ２８（４８会員中） ５８.３％ 

◆集計結果より 

・ 処遇改善加算を取得していない事業所が２割。 

区分は別としても取得を検討しては･･･。 

・ 特定処遇改善加算を取得していない事業所が約８割。 

加算申請方法や規程の整備などを学ぶ機会を。 

・ 就労Ｂの施設外就労支援加算の撤廃により７３％の事業所が減収に。 

事業所によっては年間１,０００万円も。 

・ 生活介護は９０％、共同生活援助は６４％が減収と回答 

・ 道の事業所協議会には、制度説明の研修や事業所間で気軽に質問相談できる関係

づくりが求められている。 

◆集計結果 詳細 

１．法人の処遇改善加算等の取得状況 

①処遇改善加算取得区分は？   ②特定処遇改善加算（Ⅰ又はⅡ）取得の有無 
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２．実施している事業 

事業 就労継続Ａ 就労継続Ｂ 生活介護 共同生活援助 就労移行支援 就労定着支援 

回答数 1 24 10 11 1 1 
       

事業 放課後等デイ 相談支援 短期入所 日中一時支援 地域活動支援Ｃ  

回答数 1 6 4 2 4  

３．就継続支援Ｂ型について 

①令和３年度は前年度比較で増収？減収？           ※回答数２４ 

減収の見込み １８ヵ所 ７５％ 

増収の見込み ４ヵ所 １７％ 

増減なし ２ヵ所 ８％ 

令和２年度決算との対比増減はどのくらいになりますか？ 

増減％ 
1～5％ 

増収 

増減 

なし 

1～5％ 

減収 

6～10％ 

減収 

11～15％ 

減収 

16％以上 

減収 

数 ２ ３ ５ ７ ０ ３ 

② ①の要因として考えられるものは何ですか？ ※複数回答可 

・ 定員の増減（５ヵ所） 

・ 利用率の増減（１１ヵ所） 

・ 報酬改定の影響（１６ヵ所） 

・ その他 

コロナの影響 

重度加算を取得していないため 

施設外就労加算の廃止 

コロナによる作業注文の減少 

昇給分も含む 

③施設外就労加算の廃止について 

 ⅰ）影響の有無について 

 ・影響なし（６ヵ所） 

・影響あり（１７ヵ所） 

ⅱ）上記加算の減収額について（影響のあった１７ヵ所の状況） 

減収額 

(万円) 
50未満 50～100  100～200 200～300 300～500 500以上 

数 ５ ４ ４ ０ ２ ２ 
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 ⅲ）減収により運営上どのような困難が生じていますか？ 

・ 施設外就労加算分が報酬単価にプラスされた分もあり、さほど影響ない。 

・ 利用者さんの工賃として還元できなくなり、利用者さんのモチベーションが下

がるのではと思っています。 

・ 利用者工賃の減。 

・ 施設外就労に力を入れていた為、かなり厳しい。 

・ 維持管理費や諸経費の支払いに影響が生じます。 

・ 人件費の見直しが必要となる。各種節約をして対応したい。 

・ 経費の支出を抑えていかなければ赤字になる。 

コロナ禍の状況で運営に不安を感じている。 

・ 施設外就労の見直しを図り、運営をどうするか考えなければ･･･ 

④報酬体系の選択について 

・ サービス費（Ⅰ・Ⅱ）※「平均工賃月額」に応じた体系  ２４ヵ所 

・ サービス費（Ⅲ・Ⅳ）※工賃額によらず一律に評価する体系（新設）  ０ヵ所 

⑤サービス費（Ⅰ・Ⅱ）を選択した事業所の「平均工賃月額」区分について 

（２４ヵ所の内訳） 

平均工賃月額 事業所数 

４５,０００円以上 ０ 

３５,０００円以上 ４５,０００円未満 ２ 

３０,０００円以上 ３５,０００円未満 ３ 

２５,０００円以上 ３０,０００円未満 ０ 

２０,０００円以上 ２５,０００円未満 ２ 

１５,０００円以上 ２０,０００円未満 ４ 

１０,０００円以上 １５,０００円未満 １２ 

１０,０００円以下 １ 

⑥今回の報酬改定（就労Ｂ）についてのご意見 

・ 期待したようなわけにはいきませんでしたが、今後も現場として粘り強く現状を

訴えることが必要と思います。 

・ 大きな差は出ていないが年度末決算時にどの程度になるかが不明。 

・ 基本報酬が上がったため当事業所としてはありがたいが、コロナの影響もあり売

り上げが減る可能性は否めないことが不安。 

・ 令和２年度の平均工賃実績が１５,７０６円であったが、施設外就労加算廃止によ

り委託事業にかかる事業の実施回数等見直し調整が必要なことから、令和３年度は

１３,５００円程度となり報酬ランクが下がることで１００万円程度の減収が予定

される。 

・ 重い障がいの利用者が多い。 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

８  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月） 

事業所は利用者と職員共に一生懸命頑張っても高工賃は厳しい状況にあります。 

・ 障がいの程度が高ければ生活支援も必要になります。 

・ 平均工賃月額によって報酬を決めるという事は、低工賃の事業所は努力不足とで

もいうのでしょうか？ 

・ 施設外就労加算が廃止されたことが非常に大きい。 

この代替となる加算の新設を･･･ 

・ 月平均で計算されているが、利用日数が少ない利用者が多く、平均工賃がダウン

している。 

・ 今回の改定により平均工賃月額が１０,０００円以下のところを一律にしてしまい、

５,０００円以上１０,０００円未満のところだけ減額になるという結果になり大

変不本意に思っている。 

・ ここ数年、就労Ｂでは運営が苦しくなってきており経費の節減にも限界が来てい

る。利用者も増えてこない状況で最後の手段として職員給与の減額も考えなければ

ならない。 

・ 通所事業所であるが利用者の高齢化（６０才）と保護者も高齢となり施設への入

所を考えており、数年以内には利用者の数が減少となり運営が難しい。 

３．生活介護について 

①令和３年度は前年度比較で増収？減収？         ※回答数１０ 

減収の見込み ９ヵ所 ９０％ 

増収の見込み １ヵ所 １０％ 

増減なし ０ヵ所 ０％ 

② ①の要因として考えられるものは何ですか？      ※複数回答可 

・ 定員の増減（２ヵ所） 

・ 利用率の増減（７ヵ所） 

・ 報酬改定の影響（７ヵ所） 

③人員配置区分について                 ※回答数１０ 

人員配置区分 事業所数 

Ⅰ型（１.７：１） ２ 

Ⅱ型（２：１） １ 

Ⅲ型（２.５：１） ３ 

Ⅳ型（３：１） ０ 

Ⅴ型（３.５：１） ０ 

Ⅶ型（４.５：１） １ 

Ⅷ型（５：１） １ 

Ⅹ型（６：１） ２ 
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④今回の報酬改定（生活介護）についてのご意見 

・ 生産活動を行い、自立のために工賃を支給している生活介護事業所に対して、今

後加算等も検討してほしい。 

・ 区分による単価が減額したことが理解できない。 

・ いずれ経営が行き詰まる。 

４．共同生活援助（グループホーム）について 

①令和３年度は前年度比較で増収？減収？           ※回答数１１ 

減収の見込み ７ヵ所 ６４％ 

増収の見込み ４ヵ所 ３６％ 

増減なし ０ヵ所 ０％ 

② ①の要因として考えられるものは何ですか？ 

・ 定員の増減（２） 

・ 利用率の増減（４） 

・ 報酬改定の影響（８） 

③今回の報酬改定（共同生活援助）についてのご意見 

・ コロナ禍だからこそ安定した対策をお願いします 

・ 報酬の改定額と職員給与の昇給率が反比例の状況で赤字への転落。 

昇給率も０.４％（平均）で決して高いものではない。 

今後昇給停止、減給も考えなければならないか？ 
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【７年前の被災直後の八木園】 

 

 

 

 

 

対談も第４回となりました。このコーナーは障害福祉を支える「人」にスポットラ

イトを当てます。 

今回は広島県広島市にある社会福祉法人やぎ 八木園の管理者、春木 強さん（５

５歳）に登場していただきます。八木園は広島市から北へ２０キロほどの安佐北区に

あって、広島湾へ流れ出る大田川の支流域です。２０１４年（平成２６年）８月の豪

雨災害では土石流が発生し大きな被害を受けました。今は移転、復興し事業展開をさ

れています。春木さんには、新しくなった我々事業所協議会の広島県の運営委員をお

願いしています。小さな作業所時代から今日に至るまで、前線に立ち続けてきたお話

を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉法人 やぎ 

八木園 管理者 春木 強 さん 

 

 

 

【松﨑】 東京はずっとお天気も悪く雨も多かったのですが、今日は晴天となりまし

た。春木さん広島の気候はいかがですか。 

【春木】 広島は曇り空が続いていて、本日も曇っています。でも朝晩は随分と涼し

くなってきました。 

【松﨑】 広島と言えば７年前の豪雨災害を思

い出します。八木園は土砂被害にあ

われて、大変な思いでここまで来ら

れたと思いますが、後でお話しいた

だきたいと思います。あの時は、土

砂が施設の中に流れ込んでいる写真

を見てびっくりしたことを思い出し

ます。 

そのことも含め、今日は障害福祉の前線に立っている春木さんにお話を聞

いていきます。早速、春木さんにその経緯について伺いたいと思います。 

 

第４回 

みんなの笑顔が原動力、その笑顔を守りたい 

 

～前線に立つ～ 
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【現在の八木園】 

【春木】 私は１９９６年（平成８年）に入職したので、それから２６年程になりま

すね。今５５歳になります。無認可作業所だった八木園は１９８５年（昭和

６０年）に、広島市安佐北区の父母の会が中心になって作られた作業所で、

出来てちょうど１０年くらい経ったころに入りました。その当時の八木園は

混乱の中にありました。 

製造業からの転職を考え、ハロー

ワークで見つけた求人に資格が必要

ないとあったので応募しました。給

料があまりにも安いので断ったので

すが、「ぜひ来てほしい」という熱心

な誘いがあり、軽い気持ちでやって

みることにしました。ところが、入

ってみると親の会の保護者の方と職 

員との間で意見の相違があり、その時に勤めていた職員はすべて辞めるとい

う状況でした。当時の多くの作業所ではあったことかもしれません。私はそ

のような時に入職したので、その状況下でやっていく自信もなく、どこかで

辞めるつもりでいました。 

誰に何を聞いていいかも分からず、正常な作業所運営にはなっていません

でした。その頃は給料も安く、長く務めることは難しいと思っていました。 

【松﨑】 それは大変な時期を経験されましたね。今から３０～４０年前といえば、

全国で地域の親の会が作業所作りをした最盛期だったと思います。作業所作

りの影の部分のお話ですね。そんな状況の中でも春木さんが辞めずに続けら

れたのは、何があったんでしょうか。ぜひお聞きしたいところです。 

【春木】 辞めそびれたというか、生き残ったというか。当時のことを思うと、とに

かく、利用者の方と接していて楽しかった。というのが辞めなかった大きな

理由でしょうか。閉鎖されるまで残ってやろうと思って、どうにかここまで

やってきました。 

【松﨑】 なるほど。春木さんは「支える人」の代表ですね。保護者の方の協力はど

うでしたか。 

【春木】 いえいえ、そのようなものではないのです。私の後に入ってくれた職員が

いるのですが、今も残っていて、共に支え合いながらなんとかここまでやっ

てきました。また社協の事務局長や職員も心強かった。関係機関の方と接点

を持ちながら、いろいろなアドバイスを受けて運営を続けてきました。今は

利用者も増え、何とか運営していけるところまで来たという感じでしょうか。 

その頃の私は若くて、ぽんと入った人間でしたので、保護者からはすぐに

辞めてもおかしくないと思われていたと思います。何年か続けていくうちに、

徐々に信頼を得られるようになり、何人かの保護者の方たちも運営に興味を

持たれるようになった。保護者の方がいらっしゃったから今まで続けてこら

れたと思っています。 

【松﨑】 多くの事業所がそうであるように、創成期の後には混乱期もあり、それを

超えて今ここに至ったということでしょうか。では、現在の事業について伺



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

１２  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月） 

 
【古民家カフェ「テ・ミール」外】 

 
【縫製の作業】 

 
【古民家カフェ「テ・ミール」中】 

います。 

どのように展開されているのですか。 

【春木】  無認可作業所八木園から始まり、現在

は就労継続Ｂ型の「八木園」・出張所の古

民家カフェ「テ・ミール」、生活介護の「亀

山さくら園」の事業を展開している。以

前はそれぞれ別の場所で展開していたの

ですが、７年前の豪雨災害で八木園が土

砂で全壊しました。その２か月後には県

と市の力を借りて、現在の場所に移転す

る形となりました。就労継続支援Ｂ型と

生活介護をしています。 

今はコロナ禍であり休業中なのですが、

古民家カフェを２０１８年（平成３０年）

にスタートしました。始まって３～４年が

経過しています。「まちづくり四日市役場」

という一般社団法人が運営するコミュニ

ティスペースの中に多くの方が集える場

所として、また利用者の働く場所として、

古民家カフェをオープンしました。障害者

の方が地域で働くことによって、地域の方

たちとのつながりや親しみを持ってもら

いたいという思いもあります。このコロナ

禍でどうやって地域と方たちとつながれ

るかについてはこれからの課題ですね。現

状は一般には解放できていない状況です。 

【松﨑】 それは大変でしたね。近頃はそのような災害がいたるところで発生してい

て、土砂被害が報告されることが多くなった印象がありますが、被災された

方たちは本当に大変だったかと思います。被災された中、次の展開につなげ、

利用者の方たちの集う場所を確保された。またその後には、新たに古民家カ

フェも始められている。本当に素晴らしいと思います。 

事業も大きくなったかと思います。振り返ってどんな壁がありましたか。 

【春木】 課題に直面することは毎年あり

ますが、入職当時の混乱期に比べれ

ば、大丈夫と思えるというのが強み

ですね。７年前の移転の時もそうで

した。ただ、移転してそれまでの雰

囲気ががらっと変わったように思

います。環境が変わると対応も変化

しますね。内職や自主製品作りなど

変わらないこともありますが、利用

者も増えてきている。人は増えても
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【八木園（右）・亀山さくら園（左）】 

 
【建築資材の加工作業】 

稼ぎは変わらないため、工賃を増や

せないでいる。工賃を下げないとや

っていけない現状にあります。 

また、私自身、作業所時代から

の人間ですから、利用者との活動は 

生活の一部のような認識でやって

きました。休憩などはみんなと過ご

し、散歩やバトミントンなどしなが

らその休憩を楽しんでいた。休憩は 

あってないようなものとして捉えていた。しかし、時代は流れて、制度は整

い、働き方を改める必要が出てきました。利用者と過ごす時間は仕事とみな

され、休憩時間は別途設けることが求められるようになり、今までのやり方

ではだめなんだと見直すことが増えました。職員は今２６名で、入職から３

～４年の方が増えています。４０代の職員が一番多いでしょうか。高齢者施

設など、福祉現場で働いてきた経験者を雇うことも増えてきています。する

と大規模な社会福祉法人で成り立っている働き方を求められるようになり

ました。雇用に対する適切な対応を取ることは運営者として当たり前のこと

ではありますが、小規模な事業所では対応が難しいことがどんどん増えてい

きます。悩ましい限りです。 

この間の制度も大きく変化しましたが、職員・保護者の権利意識の変化が

一番大きいと思っています。さらに、１年以上前のことですが、事業所の前

に自動販売機があるのですが、その場所に利用者が飛び出したことで高齢の

方が驚いて転倒し怪我をすることという事が起こりました。コーヒーを奪い

取られたという職員からの報告もありましたが、実際にはただ驚いたため、

ということでした。このようなことも含め、リスクマネジメントや情報共有

の強化にも努めていかなければならないと感じている所です。 

【松﨑】 雇用課題、リスクマネジメント、情報共有の強化、どこも四苦八苦してい

ることではないでしょうか。春木さんのところでは管理者等はどのような体

制でしょうか。法人で統一した見解で事業が運営するのがけっこう大変だと

思うのですが。 

【春木】 以前は２つの事業所の管理者

を私が行っていましたが、現在

は私が八木園のみとなり、もう

一人が亀山園の管理者となって

います。１０秒もかからない場

所にあるのですが、統一の方向

性に持っていくのは難しいです

ね。意識も異なり、別々の組織

になっています。２つに分けた

のですから、それも良いかとも

思ってはいますが。 

【松﨑】 なるほど。どこに行っても経営の悩みが一番大きな壁のようです。今後の
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法人としての目標はどうお考えですか。 

【春木】 法人の現時点の目標はショートステイをまず作り、その後グループホーム

の設立を考えています。 

【松﨑】 人材もお金も必要だと思いますが、それは実現可能な目標ですか。 

【春木】 はい。そうします！ 

今まで何ともならないことを何とかしてきた経緯がこの法人にはありま

す。やらない方が楽なこともたくさんありますが、止まってしまうと動かな

くなってしまう。とりあえず前に進めていきたいと思います。 

【松﨑】 春木さんの強い思いが伝わってきました。事業設立には職員の確保も必要

かと思います。東京都では最低賃金が１０月から１,０４１円になります。

こちらは人材確保がいつでも課題となっています。 

【春木】 広島では最低賃金は１０月から８９９円となります。今までは最低賃金よ

り比較的より良い賃金でパートを雇ってきましたが、今ではそれが最低賃金

になりつつあります。そういった意味でも確かに人材確保は難しくなってき

ています。当法人の運営委員会の設立から携わっている理事の方に大学教授

の方がいらっしゃり、その紹介でも人が来ています。求人を出せば、人は来

る状況ではありますが、面接をするとなかなか思うような人と出会う機会が

少なくなってきているようにも思います。新卒の方はこちらの環境が悪いの

か長く務まらないこともあります。これからの運営を考えると若い方が必要

ですが、経験者を中心に雇用をしている状況です。 

また現状男女比は２６名中７名が男性（そのうちの２名は送迎専門）で、

圧倒的に女性が多い。送迎については職員総出で対応しています。８台の車

で女性も運転していますし、私自身も運転しています。コロナ禍でお子さん

の都合で職員が急遽休むことが増えていますので、本当にやりくりが難しい

ところでもあります。 

【松﨑】 東京では就労継続Ｂ型は自力通所が基本ですので、公共機関（特にバスな

ど）を利用することが当たり前で、そういった意味では街なかで障害のある

方と接する機会が多いといえます。トラブルも起きますが。 

【春木】 そうなんですね。こちらでも自力通所されている方がいらっしゃいました

が、通所中に女性の体に触ってしまうトラブルがあり、それ以降は全員送迎

に切り替わりました。交通事情もあり、しょうがない部分もあるのですが。 

【松﨑】 就労継続Ｂ型と生活介護のプログラムの区別はあるのでしょうか。 

【春木】 就労継続Ｂ型は働くことをメインに、一般就労も視野に入れていますが、

生活介護は午前中に簡単な作業、午後は創作作業として活動しています。 

【松﨑】 ８０５０問題についてはどうでしょう。 

【春木】 設立当初からいらっしゃる方は６０歳、７０歳となり、保護者も親から兄

弟などに切り替わっている方もいます。地域性なのか、高齢の方ほど、見ら

れなくなるまでは見ていく、見られなくなったときにどうにかしてほしいと
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よく言われます。また若い方たちの世代は、早いうちからグループホームに

という意識が高いですね。こちらには入所施設が近くにないので、何かあっ

た際は空いているグループホームにどうにかして入るという状況です。大き

い法人に頼るしかないのが現状です。 

【松﨑】 東京でも地域に空いている入所施設やグループホームがなく、地方の入所

施設へという現状があります。生活の場を設定していくことはどの地域にお

いても大きな課題ですね。 

では、最後にこれからの展望について伺いたいと思います。春木さんの思

いを聞かせてください。 

【春木】 思いと言われると難しいですね。入職

した頃は本当にすぐに辞めると自他と

もに思い思われていたので。何とかこ

こまでやってこられたのは、やはり利

用者の皆さんと接することが楽しかっ

たからです。そしてその笑顔があった

からだと思います。それが今でも原動

力となっています。そして、保護者の

方々をはじめ、関係機関の方々、一緒

に携わり続けてきた仲間(職員)等、多

くの方の協力があったからこそ、今が

ある。 

利用者の皆さんが地域で生きていくためのグループホーム作りをしてい

くことが今の法人の目標です。それは私の力だけではどうにもなりません。

皆さんの力を借りながら、その実現に向けて進めていきたいと思っています。

それが利用者の皆さんの笑顔を守ることにもつながっていると思っていま

す。その皆さんの笑顔を守るためにも、これからも努めていきたいと思いま

す。 

社福）やぎには、私より一回りぐらい年下の職員が多数おり、その中から

近い将来「八木園・亀山さくら園」を担っていく人材が出てくることを楽し

みにしています。 

【松﨑】 春木さん、ありがとうございました。春木さんの思い伝わりましたよ。 

ホームページにあります「一歩を踏み出し 笑顔咲く」の心意気、春木さ

んその人だと思いました。 

コロナ禍を超えて、笑顔の前線に立ち続けていただきたいと思います。 

             （全国手をつなぐ事業所協議会 理事長 松﨑 伸一） 

 

 

 

 

 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

１６  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月） 

 

 

 

 
 

わたむきの里作業所〔社会福祉法人わたむきの里福祉会〕 

（滋賀県 蒲生郡 日野町） 

わたむきの里作業所（第１作業所定員６０

名、第２作業所定員２０名、エコドーム定員

２０名、第４作業所定員２０名）は４施設合

わせて１２０名定員の地域の作業所です。１

９８１年（昭和５６年）４月に無認可共同作

業所として産声をあげ、今年で４１年目にな

りました。 

もともと日野町唯一の作業所だったことも

あり、障害の重い方（重症心身障害者、強度

行動障害者等）から企業就労を目指されてい

る方まで障害種別を問わずニーズがあれば、

どのような方（依存症の方やひきこもりの方

等）でも受け入れを進めてきました。 

私たちの作業所がある滋賀県蒲生郡日野町

は滋賀県東部の中山間地にあり、人口が２１,

１００人、８,４００世帯、高齢化率は３０％

を超える超高齢化が進む町で、農地の耕作放 

棄地の問題や企業の社員の高齢化による労働力不足など現在日本が抱える様々な地

域課題が顕著に顕在化した町となっています。 

私たちはこの日野町で障がい者やその他生きづらさを抱える様々な方達と共に、障

がい者施設だからこそできる地域貢献を目指し、地域課題解決型の事業展開で仕事づ

くりを進めてきました。 

２００７年（平成１９年）から始めた農業については、当時から担い手不足による

耕作放棄地の問題が大きな地域課題となっていたため、離農されて耕作が出来なくな

った田等をお貸りしてお米作りを始めました。現在では滋賀の名峰・綿向山の麓の棚

田など９ヘクタールの水田をお借りし、耕作放棄地を出さない地域づくりを進めてい

ます。 

私たちの圃場は寒暖差が激しい標高３００

ｍにあり、山からの清流を使って耕作してい

ます。この環境は美味しいお米作りに非常に

適しているため、食味と品質管理に力を注ぎ

お米作りを進めてきました。美味しいお米作

りで有名な匠に山形県からご指導にも来てい

ただき、研究を重ねてきた結果、昨年開催さ

れました第２２回米・食味分析鑑定コンクー 

 
【第１作業所・第２作業所】 

 

 

 
【配食サービスの作業】 

 
【圃場の草刈り作業】 
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ル国際大会国際総合部門では４,４４３件の

エントリーの中、名だたる産地を抑えて最高

賞の金賞を受賞することが出来ました。この

国際総合部門での栄えある金賞は滋賀県では

初となり、初めての受賞が障がい者施設だっ

たことで多くのメディアでも取り上げて頂き

ました。 

これからは、地域の農家さんと連携して「美

味しいお米の産地」として連携農家の持続可

能な農業経営についても一緒に取り組んで行

くことで、耕作放棄地を出さない地域づくり

を推し進めていきたいと考えています。 

２０１１年（平成２３年）からは資源循環

型社会に向けて資源回収所「エコドーム」を

開所し、１８品目のリサイクル資源を回収し

ています。このエコドームには地域資源の約

半分程度が地域のみなさんの善意により持ち

込まれています。燃やせば地球温暖化、分け

れば資源として再生される。地域資源の適切

な循環に取り組んで来ました。取り組みを始

めたきっかけは２００８年（平成２０年）か

ら京都議定書で温室効果ガス削減についての

削減期間に入り、法人としても温室効果ガス

削減の『チームマイナス６％』にも参加し、

「何か私たちに出来ることはないか」と検討

し、資源回収所を開所することになりました。

開所以来とにかく資源回収を頑張ってきまし

たが、３年前からは地域資源の循環型事業を

目指し、ペットボトルを隣町の会社で再資源

化して頂き、そこから絨毯に加工して頂き、

ペットボトルで出来た絨毯を地域で販売する。

あるいは年に４,０００リットルを回収して

いる天ぷら油はバイオディーゼル燃料にして、

送迎車等法人車両で使うなど、回収した資源

をいかに地域で循環させるかについても検討

を進めてきました。 

その他、まちと連携して高齢世帯への配食サービス等も実施していますが、地域の

方に「わたむきの里作業所があって良かった」と思って頂ける地域課題解決型事業を

進めることで利用者の所得補償に繋げ、これからも「わたむきの里の取り組みが日野

町の未来につながる」と信じて、福祉版の持続可能な開発目標『ＳＤＧｓ』に取り組

んで行きたいと思います。 

（社会福祉法人わたむきの里福祉会 

            わたむきの里作業所 施設長 酒井 了治） 

 

 
【ペットボトルの分別作業】 

 
【エコドーム（リサイクル事業所）】 

 
【稲刈り作業】 

 
【金賞を受賞したお米】 
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国では、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催までの機運

醸成や、今後の訪日外国人観光客の拡大等も見据え、日本の美を体現する日本の文化

芸術の振興を図り、その多様かつ普遍的な魅力を世界に向けて発信するため、日本全

国を舞台に「日本博」を展開しています。 

この「日本博」では、総合テーマ「日本人と自然」の下に、「美術・文化財」「舞台

芸術」「メディア芸術」「生活文化・文芸・音楽」「食文化・自然」「デザイン・ファッ

ション」「共生社会・多文化共生」「被災地復興」の８つの分野にわたり、「日本の美」

を国内外へ発信（https://artbrut-creation-nippon.jp/）しています。 

８つの分野のうち「共生社会・多文化共生」の分野では、障害者の文化芸術に関す

る部門に（一社）全国手をつなぐ育成会連合会も参画しており、「日本博を契機とし

た障害者の文化芸術フェスティバル」として、障害者の視点を通じた「日本人と自然」

を国内外に発信をしています。 

国内では２０２０年２月から２０２２年２月にかけて全国７ヵ所で開催されるこ

とになっており、これまで中国・四国ブロック、九州ブロック、北海道ブロック、東

海・北陸ブロックで開催され、今後は東北ブロック（１０月）、関東・甲信ブロック

（１０～１２月）、近畿ブロック（２０２２年２月）で開催が予定されています。 

今回は国内で開催されている会場まで出向くことが難しい障害者や子ども、高齢者

などを対象として、コンテンツをお届けする「キャラバン事業」が開催されることに

なりましたのでご紹介いたします。 

主催者側の費用負担は無いので、たとえば事業所における日中活動プログラムなど

にも活用いただける内容となっております。昨年度も一般募集をしたところ予約が多

く寄せられた事業ですが、今年度は一般募集に先駆けて皆さまへ情報提供いたします。

一般募集開始は９月後半を予定しておりますが、それまでにエントリーしていただけ

れば確実に実施可能です。また、一般募集開始後も空きがあれば対応可能です。 

ご関心のある皆さまは、（一社）全国手をつなぐ育成会連合会 東京事務所（電話：

０３－５３５８－９２７４、メール：info@zen-iku.jp）までお問い合せください。 

◆実施内容について 

 実施団体は動画コンテンツの選択、上映場所の確保、観覧者数の集約、上映に関す

る事務局（全国手をつなぐ育成会連合会で取り次ぎ）への申し込み等をお願いします。 

 動画コンテンツ：別表（１５ページ～１７ページ）のとおり。 

※Ｚｏｏｍを用いた出演者と会場との双方向のコミュニケーシ

ョン（アフタートーク等）も希望に応じて調整可能です。また、

出演者が会場に赴くことも予算に応じて調整可能です。 

 観覧場所：基本的には実施団体の関連事業所内での上映になります。 

 

日本博を契機とした障害者の文化芸術フェスティ

バル ～キャラバン事業～が始まります 

https://artbrut-creation-nippon.jp/
mailto:info@zen-iku.jp
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（借用会場での上映を希望する場合は要相談）。 

実施団体関連施設内＋配信（会場に来られない人など）も実施可。 

 観覧者：障害福祉サービス事業・事業所利用者や育成会の会員等 

配信方法：① ＤＶＤを用いた配信  

② YouTubeを用いた配信 

③ ＤＶＤとYouTubeを用いた配信 

 実施期間：令和３年８月～令和４年３月（前月中旬までに計画確定） 

 実施要件：視聴の様子や活動の様子が分かる写真の提出とアンケートへの協力 

（写真はホームページやＳＮＳ等に掲載予定） 

◆実施費用について 

実施団体の配信料等の負担はありません。 

映像配信料およびアフタートーク等出演料、出演者旅費、会場借用料等の経費は日

本博事業費から支出されます。 

ただし、配信機材等をレンタルする場合は事務局（全国手をつなぐ育成会連合会で

取り次ぎ）と調整が必要です 

◆動画コンテンツ 

タイトル等 内容 

バリアフリー演劇 
『ヘレン・ケラー』 
 東京演劇集団「風」 
 フル版135分 
 ショート版15分 

【フル版】視覚や聴覚などの障害

の有無に関わらず楽しめる演

劇公演の動画。 

【ショート版】公演の雰囲気を紹

介する動画の一部抜粋。  

バリアフリー演劇 

『「マクベス」から 

 さまよい出たもの』 

 じゆう劇場 78分 

障害のある人、ない人が共に演

劇を作るプロジェクト。 

現代演劇の旗手である中島氏

の作演出で、マクベスの物語とメ

ンバーのエピソードが組み合わ

さる。 
 

音楽 

『瑞宝太鼓』 

 フル版64分 

 ショート版14分 

【フル版】知的障害のあるメンバ

ーにより構成されたプロの和

太鼓集団によるコンサート。 

【ショート版】コンサート演奏の

抜粋。  

音楽 

『ひがし町パーカッシ 

 ョン・アンサンブル』 

 24分 

精神科デイケアを拠点に、障害

のある人が中心に参加している

即興音楽集団のドキュメンタリ

ー。 

演奏中に起こっていること、活

動に引き寄せられる人たちの思

いを追う。 
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タイトル等 内容 

伝統芸能 

『石見神楽「大蛇」』 

 いわみ福祉会芸能 

 クラブ 

 フル版135分 

 ショート版15分 

【フル版】障害のある人と施設職

員らが構成する一座による島

根県西部の伝統芸能「石見神

楽」の演舞。 

【ショート版】通しで見られる作

品しつつ、一部場面をカット。 
 

ファッション 

『ART BRUT HOKKAIDO 

 STYLE 2020』 

 27分 

札幌を代表するスポットの一

つ「モエレ沼公園」のガラスのピ

ラミッドを舞台に、様々な障害の

ある人がランウェイに立ち、色と

りどりのファッションで自分ら

しさを表現。 
 

映画 

『しがらきから吹いて 

くる風』 

1990年/日本 

91分 

信楽は狸の焼物で知られる窯

業の里。この町を支えるのは、「知

恵おくれ」と呼ばれる人びと。 

彼らは１０６人、町の全就労者

の５％を占めるといわれ、多くは

小さな家内製陶所で働く。 

そんな彼らのほとんどが住む

「信楽青年寮」にスタッフが住み

込んで、この映画は作られた。 

彼らが働く世界を決して“能

力”や“能率”という視点で視

ることはせず、人が人とかかわり

一緒に生きている世界を記録し

た作品である。（製作当時の表現

のままとしています。） 

 

映画 

『まひるのほし』 

1998年/日本 

93分 

映画に登場するのは７人のア

ーティストたち。 

彼らは知的障害者と呼ばれる

人たちでもある。映画製作の状況

を佐藤は「撮っていくうちにアー

トとは何かということがわから

なくなってきた。 

色の洪水や意味不明の土の固

まり、落書きやメモ、はてはただ

の叫び声や沈黙までがアートで

あるとほんとうに思えてきた」と

回想している。 

「アートとは何か？」と素直に

悩み、世間の呪縛から自由になっ

たこのコラージュ映画こそ、まさ

にアートになった。 
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タイトル等 内容 

映画 

『花子』 

2001年/日本 

60分 

夕食の残り物を畳やお盆に並

べた“たべものアート”。このな

んとも不可思議なアートを生み

出した今村花子と彼女を暖かく

見守る家族を描いた心暖まるド

キュメンタリー。 

監督は力作「阿賀に生きる」で

一躍日本を代表するドキュメン

タリー作家の一人となった佐藤

真。 

 

映画 

『オキナワへいこう』 

2018年/日本 

81分 

精神科の長期入院の患者を抱

える大阪の浅香山病院が舞台だ。 

何十年と入院し続け、退院の見

込みはほとんどない慢性期病棟。 

そんな中、一人の患者が「沖縄

に行きたい」という夢を語ったこ

とがきっかけで、有志の看護師た

ちが動き始めた。  

沖縄旅行は、５人中２人しか実

現しなかったが、その些細なきっ

かけが、精神科病棟に風を吹か

せ、患者の生きかたを変えた。 

 

映画 

『インディペンデント 

リビング』 

2019年/日本 

98分 

物語の舞台は大阪にある自立

生活センター。 

ここは障害当事者が運営をし、

日常的に手助けをする人に対し

て、一人暮らしができるよう支援

をしている。 

映画は、家族との衝突や、ヘル

パーをはじめとした人間関係作

りなど、課題にぶつかりながらも

自立生活を志し、ささやかに、け

れども確実に変化していく人々

の姿を丁寧に映し出していく。 

監督は、自らも介助者として働

く田中悠輝。 

 

（全国手をつなぐ育成会連合会 東京事務所） 

     



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

２２  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月） 

 

 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月）  ２３ 

 

 



【全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」】No.131（毎月発行） 

 

２４  全国手をつなぐ事業所協議会ニュース「ほっとすぺ～す」●No.131（2021 年 9 月） 

 

 
 
 

数１０年に一度と言われる自然災害が、最近では毎年

のように繰り返されています。被災地の方の苦難は瞬時

ではなく精神的な苦悩を含めたら生涯続くものと思われ、

被災地の方には心からお見舞い申しあげます。 

２００１年（平成１３年）９月１１日に沖縄を襲った台風により、自宅が腰まで浸

水しました。午前４時、胸騒ぎがして玄関に行くと、扉の隙間からわずかに水が流れ

込んでいました。そして驚く間もなく床のあらゆる場所から浸水が始まり、コンセン

トへの浸水で電気が消え、暗闇の中で冷蔵庫やテレビが浮き、数分で腰まで水に浸か

った恐怖心は、今も私の頭から消えずにいます。 

そして、コロナ。２０２０年（令和２年）１月１４日にＷＨＯ（世界保健機構）が

新型コロナ検出を認定し、２月の「ダイヤモンド・プリンセス」騒動へと続きました。

約１年半前の出来事ですが、もうずいぶんと昔の出来事のような気がします。 

沖縄県では、１日当たりの新規感染者が８月１２日には７３０人を超え、１０万人

当たりの新規感染者は５０．５５人と全国で最悪の状態となりました。既に感染経路

を追えない状況下では、家庭や事業所も危険地域となりますが、職員・利用者ともど

も感染への恐怖心をいたずらにあおることなく感染防止に努めていきたいものです。 

（沖縄ブロック 田中 寛） 
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